
新門司新門司
東京

約２１時間約２１時間約２１時間

福岡

横須賀横須賀

お問い合わせ

上り（東行）

新門司港２３：５５発 横須賀港翌日２０：４５着

横須賀港２３：４５発 新門司港翌日２１：００着
下り（西行）

毎週日曜日運休１日１便デイリー運航！１日１便デイリー運航！１日１便デイリー運航！

■全　長　 　　２２２.５ｍ　
■全　幅　 　　２５.０ｍ
■旅客定員　　　　　２６８名　
■車両積載能力　　トラック　約１５４台 /　乗用車約３０台
■総トン数　　 １５，５１５t

/

海の高速道路
開通！

横須賀横須賀横須賀 新門司新門司新門司
　環境にやさしい
海の高速道路で
　脱炭素の実現へ。

東　京 東京都千代田区内幸町２丁目２番３号日比谷国際ビル３F
（０３）５８６０－９４８９

横須賀 神奈川県横須賀市新港町１１番４
（０４６）８１２－９１１２

新門司 福岡県北九州市門司区新門司北３丁目１番地３０
（０９３）３３０－３００２

実施中！詳しくは
お問い合わせください。



フェリーのりばのご案内

運賃（単位：円）

マリネックス

トラックドライバー専用施設

●京急電鉄横須賀中央駅より１．２ｋｍタクシー約６分
●横浜横須賀道路横須賀Ｉ．Ｃより約５．２ｋｍ車で約１５分

●ＪＲ門司駅から約９．６ｋｍタクシー約２０分
●九州自動車道（上下線）門司Ｉ．Ｃより約６．８ｋｍ車で約１５分
　九州自動車道（熊本・福岡方面より上り線）新門司Ｉ．Ｃより約４．２ｋｍ車で約１０分

新門司＜新門司港＞横須賀＜横須賀新港＞

ドライバールーム

トラックドライバーの皆様には船内で十分に休息が取れるようにドライバールーム・
レストラン・浴室など専用の施設をご用意しています。

ドア付でプライベートも
しっかり確保！
個室で安心してお休み
いただけます。

　完全個室の
プライベート空間！
　完全個室の
プライベート空間

ドライバーレストラン ドライバー浴室

貨物自動車等航送運賃
３ｍ未満
３３，０００

４ｍ未満
４４，０００

５ｍ未満
５５，０００

６ｍ未満
６６，０００

７ｍ未満
７７，０００

８ｍ未満
８８，０００

９ｍ未満
９９，０００

１０ｍ未満
１１０，０００

１１ｍ未満
１２１，０００

１２ｍ未満 １２ｍ以上１ｍ増す毎
１３２，０００

しっかり休んで運転の疲れを解消！しっかり休んで運転の疲れを解消！

１１，０００

設備

冷凍車電力供給設備
①電源コードの接続通電の確認は、申込者が
　行ってください。
②機関故障その他による積載貨物の変質等の責任
　は当社では負えませんので、予めご了承ください。
③規定により船内でのエンジンによる自家発電の
　運転は固く禁止されています。
④電源コードは、予めお客様でご用意いただき、
　使用してください。※１台あたり運転手の旅客運賃（基本運賃）を含みます。

※燃料油価格によって航送運賃に燃料油価格変動調整金が掛かります。詳しくはお問い合わせください。
※冷凍車等の電源設備使用料は２２０Ｖの場合､２，２００円です。
※上記金額は消費税込になります。

プラグ形式　３相４Ｐ
　　　　　ＡＣ２２０Ｖ
　電流　　　６０Ａ

ベッド、荷物棚、
テレビ、コンセント

トラックのラッシング用フックリングの取り付けのお願い
■ご乗船の際は「固縛用のリング」の装着が必要です。
■「リング未装着車両」「下向きフック状の物」「装着位置が車体内側に入り込んだ物」など、
　正常に固縛ができない車両はご乗船いただけない場合があります。
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集荷から配達まで、海陸一貫輸送のトータルプロデュース

「信頼と確実」の輸送体制
（事業内容：第一種及び第二種貨物利用運送事業）

東京支店 〒100-0011　東京都千代田区内幸町２丁目２番３号日比谷国際ビル３F
　TEL（03）5860 -9489　FAX（03）5532-1104

九州支店 〒800-0113 福岡県北九州市門司区新門司北３丁目１番地３０
　TEL（093）330-6000　　FAX（093）330-1800 ※１４ｍ冷蔵トレーラー
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東京九州フェリー利用のメリット

① 労働時間が削減できます
② 環境問題が解決できます
③ 経済合理性で優位です

○ 2024年4月1日から「働き方改革関連法」の自動車運転業務への適用が、適用開始され、

時間外労働上限規制が年間960時間に、月当たり換算80時間となります。

○輸送の途中において有人車航送でフェリーに乗船する場合、フェリーの乗船時間は、

休息時間として取り扱うことができます。

○フェリーの所要時間を有効利用することにより、厚生労働省の改善基準告示で

定められた１ヶ月の拘束時間上限（原則293時間）を遵守しやすくなります。

○船内にはトラックドライバー様専用の設備があり、快適に過ごしていただくための客室・

レストラン・浴室を整えていますので、陸送の場合における過重労働を回避することが

できます。

ドライバーズルーム

ドライバーズレストラン ドライバー浴室

① 労働時間が削減できます

項 目 内 容

拘束時間 １ヶ月293時間、１日原則13時間 最大16時間（15時間越えは１週2回以内）

休息時間 継続８時間以上

運転時間 ２日平均で１日当たり9時間、２週平均で１週間当たり44時間

連続運転時間 4時間以内（運転の中断には、1回連続10分以上、かつ合計30分以上の運転離脱が必要）

運送会社の皆様へ

労務問題の視点



東京－福岡間の輸送でのCo2排出量比較

Co2排出量を約70%削減することができます。
※日本長距離フェリー協会のＨＰ、Co2排出量計算にて算出

○エコシップマークの取得により、地球環境問題に積極的に取り組んでいる企業として

ＰＲでき、企業評価が向上します。

＜エコシップマーク認定条件＞

原則100ｋｍ以上の航路（沖縄、離島、青函航路を除く）において

・海上貨物輸送（トンキロ）20％以上を利用した者

・前年度に比べ、海上貨物輸送量（トンキロ）のシェアが10％

以上改善した者

・海上貨物輸送を利用してCo2排出量を10％以上削減した者

●有人車航送の場合

○フェリー輸送は定時性に優れており、事故や渋滞に巻き込まれることがないという

メリットがあります。

○フェリーで移動している間に、トラックドライバーの方に十分な休息時間が確保でき、

事故率の低下に繋がります。

○フェリー輸送することにより、軽油代、高速道路の利用料、オイルやアドブルー等の

消耗品の費用を削減することができます。

○さらに走行距離の減少により、タイヤの消耗と修繕費用を削減することができ、車両

自体の耐用年数を伸ばすことができます。

●無人車航送の場合はさらに経済合理性で優位です

○直接的な費用であるドライバーの賃金が削減できます。

○さらにシャーシ輸送であれば、大型車より大量輸送が可能であり且つ前述の各種コスト

が削減できるため、フェリー航送料を支払ったとしても大幅なコスト削減が可能です。

③ 経済合理性で優位です

交通問題の視点

② 環境問題が解決できます

10トン車の場合 距 離 Co2排出量

陸 送 1,091km 2,454kg

フェリー有人車輸送 フェリー976km＋陸送163km 767kg

環境問題の視点


	貨物DM用TQFチラシ(表面)
	貨物DM用TQFチラシ(裏面)

